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Fig. 1 細胞への糖の取り込みの模式図．（Ａ）糖は細胞膜を通して取り込ま
れる．（Ｂ）がん細胞は正常細胞の何倍もの糖を取り込む．18F-FDGは放射線
を放出する糖として設計された．
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Fig.  2 （Ａ）重ね合わせるためのＰＥＴ画像．（Ｂ）ＣＴなどから抽出した領域の
模式図．
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Fig. 3 重ね合わせアルゴリズムの一例．（Ａ）白線で囲まれた領域がＣＴで抽
出された領域であったと仮定する．左図は放射能が高い領域（灰白質）と低
い領域（白質）が混在している．そのため白線の領域内におけるボクセル値
（この場合は放射能）のばらつき（分散）は大きい．上段は脳全体を表示，下
段は一部を拡大して示す．（Ｂ）しかし右図のように重ね合わせが成功すると，
白線の領域内のボクセル値（放射能）は均一に近くなる．
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Fig. 4 （Ａ）メチオニンＰＥＴ画像．（Ｂ）ＰＥＴ画像とＣＴ画像の重ね合わせ．矢
印で示すように，メチオニンが集積しているため，この部位は高線量が必要と
いうことが判明した．実際の重ね合わせ画像はカラー表示であるため，メチオ
ニンの集積は明瞭に判定できる．
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Fig. 5 被検者の体位について．（Ａ）いままでのＰＥＴ検査は，胸部や腹部を
目的とする場合でも腕をおろしておこなうことが多かった．（Ｂ）ＣＴ検査は胸
部や腹部を目的とする場合，腕を挙上して撮影する．
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Fig. 6 ベッドの形状について．（Ａ）湾曲しているベッドの場合．（Ｂ）平らな
ベッドの場合．左図と比較すると被検者の体輪郭は変化する．
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Fig. 7 ＰＥＴ／ＣＴ装置．ＰＥＴ装置の前にＣＴ装置が連結されている．
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Fig. 8 ＰＥＴ／ＣＴが複合領域であることを表す図．核医学，放射線治療，Ｘ
線検査が密接に関係している．


